


　人づくり、町づくりにはまず、健康づくりとして、平成16年にフィールド医学がスタ

ートして10年が経過いたしました。土佐町でも少子高齢化の波はとどまらず、人口も減

少し高齢化率は平成25年９月末で41.1％と年々高くなってきました。また一人暮らしな

ど高齢者世帯も増加し、高齢者がいかに自立して住み慣れた土佐町で生活していくこと

ができるかが、大きな課題となりました。さらに第２期介護保険計画では、保険料の基

準単価が県下で一番高くなったため、どうすれば高齢者が元気で生きがいをもって生活

をし、健康寿命を延ばせることができるかを考えました。

　平成15年、町長就任と同時に土佐町出身の矢野昭起先生の紹介により、京都大学医学

部の松林公蔵教授、東京女子医科大学　大塚邦明教授に出会い、フィールド医学に取り

組むことができたことは、土佐町の健康づくり施策の大きな転換期であったと言えます。

　今年10周年を迎え、これまでの取り組みにより、住民自らが健康や介護予防の重要性

また生活の質の向上（ＱＯＬ）について考えることができるようになりました。

　毎年、８月のご長寿健診には300名程度の受診があり、高齢者は健診で先生や学生さ

んに会うのを楽しみにしています。健診だけでなく、健診スタッフと交流することで、

元気をいただいているようです。

　また、地域にあっては、社会福祉協議会のご支援により「とんからりんの家」や「あ

ったかふれあいセンター」等を通じて、積極的な活動や取り組みが進められてきたこと

により、「自分の健康は自分で守る」「地域で支えあう」という意識が目覚めてきたと

考えております。このことにより、県下で一番高かった介護保険料の抑制や、国保の老

人医療費の低下等、フィールド医学による成果が少しずつではありますが上がってきた

と思っています。

　これまで多くの関係機関のご理解ご協力を得ながら、進めてまいりましたが、土佐町

として取り組んできた成果を住民の皆さんにもお示しすることができました。今後も健

康で元気な土佐町をめざし、より充実を図りながら取り組んでいきたいと思っています。

　今回、10年の記念誌を発刊するにあたり土佐町のフィールド医学を支えてくださった

関係者の皆様に感謝申し上げますとともに、今後のご支援、ご協力をよろしくお願いい

たします。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年　3月

発刊のことば

土佐町長 西村　卓士











 







 


